
ルールを守った上で、明朗なモーニングセミナー
を目指します。 

■倫理法人会活動での商行為の禁止、
　政治活動・他団体への勧誘禁止

倫理法人会において、一切の商取引、宗教・政
治活動への勧誘、他団体への勧誘、その他PR
活動は禁止されている。本来の活動の円滑な推
進の妨げとなるからである。会の信頼が失墜す
ることのないよう、役員が厳正に対応する。

■録音・録画・写真撮影について
録音・録画・写真撮影は、講師の承諾なしに行
うことは出来ない。また、フェイスブック、ツ
イッター、ブログ等を始めとしたウェブ上への
公開を目的とした写真撮影や、内容の掲載も出
来ない。倫理法人会会員限定のフェイスブック
掲載の場合も基本的に講師の承諾をとる。（会
員以外講師は必須）

発　行　山形県倫理法人会
　　　　〒990-0835 山形市やよい二丁目1－47
　　　　TEL.023-647-5582
　　　　FAX.023-646-7660
　 　　　www.yamagata-rinri.net
発行日　平成27年11月20日
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山形県倫理法人会
広報委員長 
五十嵐久仁子

倫理法人会の年度始まりは9月。既にこの
3ヶ月間で素晴らしい方々に出会いました。
会員大会の講演、どん底の状態からベス
トセラー作家にまでなった神渡良平氏の生
き様。震災で多くを喪失し、助けてくれた
方々への恩返しで始めた女川トレーラーハ
ウス女性経営者佐々木氏の信念。そして二
度目となる断捨離セミナー、麻野ゆかり氏
による心の本質に迫る質問。「買ったのに
ずっと読んでいない本…等、自分を責める
物に囲まれていませんか？」（！）どの講演
も衝撃と感動の数々でした。会費一万円の
何倍もの出会いや学びを得るかどうかは、
朝起きはもちろん、躊躇せずサッと予定に
組み込む！サッと申し込む！ですね。

編集
後記

倫理法人会では、以下の禁止事項が
あります。

平成28年度 経営者倫理セミナー

「富士研」参加者募集！
平成28年1月22日（金）〜24日（日）2泊3日

■対象者：経営に携わる取締役以上の役員
　　　　　または倫理法人会役員、
　　　　　役員候補の方
■参加費：31,000円

経営者の意識改革が、
会社・社員の成長に
つながります。
徹底した自己凝視と
チームワークを体感す
る講座・実習で構成す
る2泊3日 で す。日 本
創生の具体的実践とし
て「まごころ」という
精神文化をテーマに、経営者自身の
生き様、家庭の愛和、そして会社の
方向性である経営理念、経理や人材
育成のあり方をも決定づける、子孫
につなぐ新たな倫理観の確立と実践
力の深化をめざすセミナーです。

「平成28年度法人会費のゆくえ（1万
円に対して）」が会員大会で報告され
ました。

A.

■平成28年度法人会員 会費のゆくえ
　（10,000 円に対して）

皆様の会費は
このように使われます

仕入控除対象外の消費税
170円（1.7％）

その他の公益事業
2,310円

（23.1％）

運営・
学習支援
1,160円

（11.6％）

「職場の教養」
1,160円（11.6％）

講師派遣
700円（7.0％）

活動助成金
4,500円

（45.0％）

全国倫理法人会活動
計 7,520円（75.2％）

倫理ビギナーの

素朴な疑問にお応えします。

倫理法人会に入会したけれど、
あまり活動に参加できず、
倫理実践のハードルが
高くなってしまった
会員の方に向けて、
いまさら聞けない素朴な
疑問に優しくお応えします♪

毎月1万円の会費は
どのように使われて
いるのですか？

Q.

Information広報委員会から　お知らせ

平成27年 実施
富士研アンケート（バスの中での心境）

往 路 復 路

とても
楽しみ
…13名

来て良かった！
…25名

少し楽しみ
… 5名

楽しみと不安
両方 … 5名

無回答…3名
とても不安…1名
少し不安…1名

無回答…1名
想像どおり…1名
1回参加できたから
もういい…1名

先着
35名様

山形県倫理法人会
広報もがみがわ
平成 27 年11月20 日

www.yamagata-rinri.net

平成28年度 会長挨拶　五十嵐 慶三

新年度に向けて p.2

平成28年度　役員辞令交付式、倫理法人会の
　　　 平成28年度がスタートしました。p.4-5

倫理経営企業訪問・えがおのげんば　

株式会社小島洋酒店 p.12-15

● 平成28年度 副会長挨拶 p.3
● 平成28年度 県役員紹介 p.6	
● 単会三役のご紹介 p.7-11
● 平成28年度 経営者倫理セミナー
　 富士研参加者募集！ p.16
● 会費のゆくえ p.16

volume

43

山形の母なる川

一般社団法人 倫理研究所

山形県倫理法人会

笑
顔
の
伝
承
。

笑
顔
の
伝
承
。

16



　
み
な
さ
ま
こ
ん
に
ち
は
、
本
年
度
山

形
県
倫
理
法
人
会
副
会
長
を
拝
命
い

た
し
ま
し
た
栗
本
正
幸
で
す
。

　

昨
年
ま
で
の
単
会
会
長
の
経
験
を

活
か
し
、
ま
た
諸
先
輩
の
お
知
恵
を
お

借
り
し
な
が
ら
、
庄
内
三
単
会
が
円
滑

に
事
業
を
進
め
る
事
が
で
き
る
様
に
本

年
度
一
年
間
、「
役
に
徹
し
て
、
役
を

越
え
な
い
。」
を
信
条
に
、
お
世
話
役

に
徹
し
て
行
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
本

年
度
も
三
単
会
合
同
の
事
業
と
し
て
毎

年
好
評
の「
庄
内
り
ん
り
寄
席
」を
企

画
し
て
お
り
、
合
同
事
業
を
通
じ
て
さ

ら
に
庄
内
地
区
の
結
束
を
深
め
各
単

会
が
共
に
深
化
し
て
い
く
事
を
祈
念
し

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
歳
月
人
を
待
た
ず
」と
い
う
こ
と
わ

ざ
が
あ
り
ま
す
が
、
今
年
も
残
す
と
こ

ろ
一
ヵ
月
余
り
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

平
成
二
八
年
度
倫
理
法
人
会
も
ス
タ
ー

ト
し
て
既
に
三
ヵ
月
程
に
な
り
ま
す
。

新
年
や
年
度
始
め
に
一
年
の
計
画
や
目

標
を
立
て
た
と
思
い
ま
す
が
、
厳
し
い

境
遇
や
経
済
環
境
の
中
で
も
あ
き
ら
め

る
こ
と
な
く
必
達
し
た
い
も
の
で
す
。

目
標
を
達
成
す
る
こ
と
に
よ
り
大
き
な

自
信
に
な
り
ま
す
。
更
に
は
、
目
標
を

達
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
最
終
目
的
で

あ
る
地
域
社
会
に
お
役
立
ち
が
で
き
ま

す
。
目
標
達
成
に
は
、
倫
理
経
営
が
無

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
私
は
、
今
こ
そ

倫
理
経
営
の
必
要
性
と
実
践
の
大
切
さ

を
会
員
企
業
に
説
い
て
い
く
一
年
に
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
本
年
度
も

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

新
年
度
に
入
り
、
倫
理
研
究
所
は
創

立
70
周
年
、
そ
し
て
戦
後
70
年
と
い
う

節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
敗
戦
後
の
日
本

を
憂
慮
し
、「
倫
理
運
動
」の
原
点
と
な

る
、
国
民
の
進
む
べ
き
道
を
研
究
、
丸

山
創
設
者
は
世
の
前
途
を
憂
え
、
世
界

平
和
と
家
庭
の
潤
い
を
生
活
信
条
と
し

て
、
敗
戦
国
日
本
の「
道
義
再
建
」を
目

指
し
ま
し
た
。
倫
理
法
人
会
の
誕
生
は
、

全
国
的
に
は
千
葉
県
船
橋
市
が
ス
タ
ー

ト
で
す
が
、
50
年
前
に「
法
人
会
員
制

度
」
が
発
足
、「
職
場
」
と「
家
庭
」
が

直
結
し
、
必
然
的
に
商
売
上
の
心
構
え

や
事
業
経
営
に
関
す
る
内
容
が
数
多
く

文
書
と
し
て
書
き
記
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
倫
理
研
究
所
の
会
員
に
は
、

個
人
会
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る

方
々
に
は
、
数
多
く
の
事
業
経
営
者
も

含
ま
れ
て
い
て
、
全
国
の
主
要
な
都
市

部
で
は
、自
発
的
に
、「
万
人
幸
福
の
栞
」

を
使
用
し
た
勉
強
会
等
を
行
な
っ
て
い

た
と
の
こ
と
で
す
。「
倫
理
経
営
」の
原

点
は
、
倫
理
に
基
づ
く
経
営
の
あ
り
方
、

経
営
者
と
し
て
の
自
覚
を
促
し
、
お
客

様
だ
け
で
な
く
、
仕
入
先
や
関
わ
る
周

辺
の
方
々
に
も
倫
理
の
良
さ
を
お
伝
え

し
、
共
に
繁
栄
、
喜
ん
で
頂
け
る
こ
と

が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
ま
す
。
発
足
当
時
、

千
葉
県
の
初
代
会
長
、
滝
口
長
太
郎
氏

は
、
当
初
よ
り
1
0
0
社
、
1
0
0
箇

所
運
動
を
目
指
し
、
10
年
後
に
は
1
万

社
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
、
全
国
7
万
社
体
制
と
い
う

具
体
的
な
数
値
目
標
が
掲
げ
ら
れ
、
東

北
北
海
道
エ
リ
ア
で
1
万
社
、
山
形
県

倫
理
法
人
会
は
1,
7
5
0
社
、
質
実

堅
固
な
組
織
体
制
を
基
盤
と
し
、
企
業

業
績
向
上
、
純
粋
倫
理
を
基
底
に
し
た

健
全
な
家
庭
づ
く
り
に
軸
足
を
置
き
、

地
域
に
根
差
し
た
活
動
を
展
開
し
て
ま

い
り
ま
す
。「
職
場
」と「
家
庭
」、
会
員

企
業
か
ら
地
域
周
辺
へ
と
活
動
拠
点
を

拡
げ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
南
北

２,
５
０
０
㎞
に
拡
が
る「
日
本
列
島
」、

大
自
然
と
調
和
し
な
が
ら「
日
本
民
族
」

が
築
き
上
げ
て
き
た「
日
本
文
化
」
の

ル
ー
ツ
を
辿
り
な
が
ら
、
地
球
規
模
で
、

物
質
的
な
豊
か
さ
よ
り
も
、「
ゆ
る
ぎ
な

い
日
本
ら
し
さ
」
を
手
本
に
、
改
め
て

「
生
活
の
基
本
ル
ー
ル
」
を
紐
解
い
て
、

改
善
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
モ
ー
ニ

ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
に
よ
る
学
び
を「
純
粋

倫
理
」の
実
践
と
い
う
、
具
体
的
に「
正

し
い
生
活
法
則
」へ
改
善
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
家
庭
生
活
面
や
、
仕
事
面
で

様
々
な
変
化
が
現
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の

結
果
内
容
に
基
づ
い
て
、「
事
業
体
験
報

告
」
が
出
来
る
よ
う
に
な
る
、
こ
こ
が

ポ
イ
ン
ト
で
す
。
正
し
く
倫
理
を
学
ん

で
お
れ
ば
、
振
り
子
が
揺
れ
始
め
、「
必

ず
変
化
が
起
こ
る
」
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
事
業
体
験
と
は
、
日
々
の
体

験
だ
け
で
は
な
く
、「
純
粋
倫
理
の
学
び
」

と「
実
践
」が
含
ま
れ
ま
す
。
そ
れ
が
ど

の
よ
う
に
企
業
経
営
や
生
活
面
に
影
響

を
及
ぼ
し
た
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
今

年
度
は
、「
決
め
た
こ
と
は
全
員
で
、
必

ず
や
る
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ

ま
し
た
。
活
動
の
ポ
イ
ン
ト
は
、「
人
づ

く
り
」
で
あ
り
、
組
織
活
動
基
盤
の
強

化
が
図
ら
れ
ま
す
。「
地
球
倫
理
の
推

進
」
と「
日
本
創
生
」
を
題
目
と
し
て
、

「
内
外
拡
充
」「
上
下
一
心
」、
会
員
さ
ん

の「
資
質
の
向
上
」を
目
指
し
、
愚
直
に

コ
ツ
コ
ツ
、
積
み
上
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

他
人
に
強
制
す
る
の
で
は
な
く
、
ま
ず

自
ら
、
足
下
の
実
践
、
信
念
を
煉
り
固

め
、
最
後
ま
で
、
き
ち
ん
と
や
り
切
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
今
年
度
は
県
会
長

と
し
て
最
後
の
年
度
に
な
り
ま
す
、
会

員
皆
さ
ま
方
の
ご
協
力
を
、
ど
う
ぞ
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
度
に
向
け
て
　

山
形
県
倫
理
法
人
会　

会
長　

五
十
嵐 

慶
三 

庄
内
ブ
ロ
ッ
ク 

ブ
ロ
ッ
ク
長

県
副
会
長　

栗
本 

正
幸

置
賜
ブ
ロ
ッ
ク 

ブ
ロ
ッ
ク
長

県
副
会
長　

晋
道 

純
一

　

今
年
度
で
3
年
目
の
五
十
嵐
会
長
の

有
終
の
美
を
飾
る
為
に
、
山
形
県
活
動

ス
ロ
ー
ガ
ン
「
決
め
た
こ
と
は
全
員
で
、

必
ず
や
る
！
」を
実
行
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
！ 

各
単
会
の
特
性
に
合
わ
せ
、
お
世

話
役
に
徹
し
ま
す
。
村
山
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
は

新
庄
最
上
、
北
村
山
、
寒
河
江
、
天
童

の
4
単
会
各
々
の
地
域
事
情
に
合
わ
せ

た
活
動
を
具
体
的
に
支
援
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
村
山
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
は
ま

だ
ま
だ
伸
び
代
が
あ
り
ま
す
。
資
格
復

帰
を
最
優
先
課
題
に
し
て
具
体
的
に
役

員
、
会
員
す
べ
て
を
巻
き
込
ん
で
、
全
員

で
取
り
組
む
雰
囲
気
づ
く
り
か
ら「
人
づ

く
り
」を
目
的
に
、
コ
ツ
コ
ツ
と
着
実
に

実
験
、
実
行
し
て
参
り
ま
す
。
こ
の
１
年

間
で
純
粋
倫
理
の
実
践
者
が
一
人
で
も
増

え
る
よ
う
共
に
学
ば
せ
て
頂
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

五
十
嵐
県
会
長
は
今
年
度
各
単
会
の

「
活
性
充
実
」を
最
優
先
課
題
と
し
て
捉

え
、「
堅
実
な
普
及
活
動
」に
よ
る「
確
実

な
成
果
」を
活
動
方
針
と
し
て
掲
げ
ら
れ

ま
し
た
。
村
山
A
ブ
ロ
ッ
ク
も
そ
れ
等
方

針
に
従
い
、
10
月
9
日
活
動
方
針
の
検

討
会
を
開
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
ま
ず

第
一
に
市
内
三
単
会
の
目
標
数
を
そ
れ
ぞ

れ
の
期
日
ま
で
に
達
成
し
、
山
形
市
内

で
5
1
8
社
を
完
達
す
る
事
。
こ
れ
を
基

底
に
し
て
、
①
三
単
会
会
員
仲
間
の
交

流 

②
休
眠
会
員
の
掘
り
起
こ
し 

を
目
的

と
し
た
、
文
化
的
事
業
を
ひ
と
つ
、
来
年

4
月
末
ま
で
に
企
画
実
施
す
る
事
を
決

定
し
ま
し
た
。
予
算
の
30
万
円
も
有
効

に
使
い
、
A
ブ
ロ
ッ
ク
「
会
長
・
専
任
幹

事
会
」に
て
詳
細
を
決
定
し
ま
す
。

村
山
A
ブ
ロ
ッ
ク 

ブ
ロ
ッ
ク
長

県
副
会
長　

柴
田 

津
與
志

村
山
B
ブ
ロ
ッ
ク 

ブ
ロ
ッ
ク
長

県
副
会
長　

水
沢 

正
志

Message
新年度が始まりました

平成28年度 会長・副会長挨拶
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9
月
11
日
、ホ
テ
ル
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ア
ネ
ッ

ク
ス
に
て
辞
令
交
付
式
、
役
員
勉
強
会
が

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
柴
田
津
與
志
副
会

長
に
よ
る
開
会
宣
言
後
、
高
ら
か
な
国
家

斉
唱
で
心
地
よ
い
緊
張
感
に
包
ま
れ
た
中
、

平
成
28
年
度
新
し
く
役
員
を
引
き
受
け
ら

れ
た
皆
様
に
、
倫
理
研
究
所
教
育
業
務
部 

川
又
寿
久
部
長
か
ら
辞
令
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。
つ
づ
い
て
五
十
嵐
慶
三
会
長
の
ご

挨
拶
で
は
、今
期
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
決
め
た

こ
と
は
全
員
で
、
必
ず
や
る
！
」
と
い
う

想
い
に
つ
い
て
語
ら
れ
新
役
員
の
結
束
を

新
た
に
し
ま
し
た
。

　

第
二
部
役
員
勉
強
会
で
は
、
法
人
局
普

及
事
業
部
北
海
道
・
東
北
方
面 

有
坂
宏
一

方
面
長
に
よ
り
役
員
必
携
を
使
っ
て
役
職

者
と
し
て
の
心
得
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、

今
年
度
か
ら「
倫
理
経
営
基
礎
講
座
」
が

始
ま
り
ま
す
の
で
、
役
員
は
取
り
こ
ぼ
し

な
く
受
講
し
倫
理
経
営
に
つ
い
て
最
低
限

の
知
識
を
習
得
し
て
お
く
よ
う
に
と
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

緊
張
感
続
く
長
い
半
日
の
締
め
く
く
り

は
、
共
に
語
ら
い
お
酒
を
酌
み
交
わ
す
懇

親
会
。
中
村
恒
一
法
人
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ

る
乾
杯
の
ご
発
声
で
、
会
場
は
明
る
く
和

や
か
な
空
気
に
包
ま
れ
な
が
ら
も
、
各
委

員
会
の
委
員
長
に
よ
る
所
信
表
明
、
原
行

雄
幹
事
長
に
よ
る
1
7
5
0
社
決
意
発
表

な
ど
、
倫
理
法
人
会
ら
し
い
元
気
な
宣
言

で
会
場
が
ひ
と
つ
な
が
り
に
な
り
ま
し
た
。

辞
令
交
付
式

　
平
成
27
年
10
月
21
日（
水
）、
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
山
形
に
て

会
員
大
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
27
年
度
事
業
経
過
報
告
・
決
算
報
告
、

平
成
28
年
度
事
業
計
画
・
予
算
報
告
、ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
表
彰
、委
員

長
及
び
単
会
会
長
、ブ
ロ
ッ
ク
長
の
方
針
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

記
念
講
演

「
人
は
何
に
よ
っ
て
輝
く
の
か
」

神
渡
良
平
氏
（
一
部
ご
紹
介
）

　
38
歳
の
時
、
脳
梗
塞
で
倒
れ
3
日
後
に
目
を
覚
ま
し
た
が
右
半
身
に
麻

痺
が
残
り
目
の
前
が
真
っ
暗
に
な
っ
た
。「
一
生
懸
命
や
っ
て
き
た
の
に
、

な
ん
で
自
分
な
ん
だ
？
世
の
中
に
は
他
に
悪
い
奴
が
た
く
さ
ん
い
る
じ
ゃ

な
い
か
。
な
ぜ
自
分
が
…
」。
後
ろ
向
き
な
気
持
ち
で
、
自
分
の
人
生
は

終
わ
っ
た
と
思
っ
て
い
た
あ
る
時
、
論
語
を
語
る
安
岡
正
篤
と
い
う
人
物

に
出
会
っ
た
。
弟
子
を
励
ま
す
孔
子
の
言
葉「
人
間
は
、
森
羅
万
象
大
い

な
る
存
在
の
地
上
に
現
れ
た
一
つ
の
結
晶
で
あ
る
。
誰
に
で
も
何
ら
か
の

大
事
な
仕
事
を
与
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
」
そ
し
て
最
後
の
言
葉
が
自
分
に

刺
さ
っ
た
。「
汝
、
お
ま
え
は
自
分
で
自
分
を
見
限
っ
て
い
る
。
天
に
全

て
を
預
け
て
し
ま
え
。
そ
う
す
れ
ば
天
は
お
ま
え
を
用
い
な
が
ら
大
き
く

育
て
て
く
れ
る
は
ず
だ
」。

　
そ
う
か
。
自
分
の
脳
梗
塞
は
天
が
与
え
た
試
練
だ
。
こ
の
状
況
を
受
け

入
れ
自
分
の
戦
い
を
始
め
よ
う
と
思
い
、
一
歩
踏
み
出
し
た
。
リ
ハ
ビ
リ

の
長
く
苦
し
い
時
期
が「
人
生
は
た
っ
た
一
回
し
か
な
い
。
取
り
こ
ぼ
す

事
は
で
き
な
い
ん
だ
」
と
い
う
事
を
骨
の
髄
ま
で
教
え
て
く
れ
た
。
も
し

5
年
以
内
に
再
発
し
た
ら
命
は
無
い
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
医
者
の
言
葉

に
、
今
の
う
ち
に
自
分
が
何
故
生
を
受
け
た
の
か
答
え
を
出
し
た
い
…
そ

う
だ
、
漢
学
者
安
岡
正
篤
の
伝
記
を
書
こ
う
と
思
い
立
っ
た
。

　
お
陰
様
で
こ
の
伝
記
本
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
り
講
演
会
の
依
頼
が
増

え
た
。
そ
の
会
場
で「
倫
理
法
人
会
」
の
名
刺
を
持
つ
意
識
の
高
い
経
営

 

山
形
県
倫
理
法
人
会 

活
動
方
針

■
活
動
目
的

「
山
形
県
倫
理
法
人
会
」会
員
は
、
各
単
位
法
人
会
の「
活
性
充
実
」を
最
優
先
課
題

と
し
て
捉
え
、「
堅
実
な
普
及
」に
よ
る「
確
実
な
成
果
」を
方
針
と
し
、
３
年
目
を
迎

え
ま
す
。
併
せ
て
今
年
度
は
、「
人
づ
く
り
」に
重
点
を
置
き
、「
法
人
レ
ク
チ
ャ
ラ
ー
」

等
を
含
め
た「
役
職
者
」の
活
用
、
新
た
な「
人
材
育
成
」を
鑑
み
、「
組
織
の
拡
充
」

を
目
的
と
し
て
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
活
性
充
実
の
進
め
方
】

■
堅
実
な
普
及　
2
0
2
0
年
ま
で
の
5

年
間
で
、
全
国
7
万
社
体
制
、
北
海
道
・

東
北
方
面
で
１
万
社
体
制
を
構
築
す
る
中
、

県
と
し
て
、
中
長
期
の
目
標
と
計
画
を
協

議
、
将
来
に
向
け
た
目
標
を
設
定
す
る
。

■
支
援
体
制
の
強
化　
１
０
０
社
資
格
割
れ
単
会
の
状
況
を
考
慮
し
、
地
域
事

情
に
合
わ
せ
た
具
体
的
な
支
援
計
画
を
立
案
、
実
施
を
図
る
。
各
単
会
の
事
情

を
的
確
に
判
断
し
、
活
性
充
実
を
目
標
と
し
た
計
画
的
か
つ
柔
軟
な
講
師
派
遣
、

新
入
会
員
向
け
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
開
催
、
支
援
を
行
う
。

■
活
動
方
針

堅
実
な
普
及
活
動
に
よ
る
確
実
な
成
果
を
方
針
に
掲
げ
、
将
来
に
向
け
た
「
新
拠
点

の
開
発
」
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
幹
部
役
員
の
養
成
、
倫
理
経
営
の
実
践
者
の
増

大
、
組
織
の
拡
充
を
図
る
た
め
に
、以
下
、
３
つ
の
方
針
を
掲
げ
る
。

①
資
格
割
れ
単
会
を
無
く
し
、
組
織
基
盤
の
強
化
を
図
る
。

②
県
役
員
は
、
各
単
位
法
人
会
の
「
人
」「
形
」「
内
容
」
づ
く
り
の
「
御
世
話
役
」

に
徹
す
る
。

③
全
役
職
者
は
、「
倫
理
経
営
基
礎
講
座
」
を
全
て
必
ず
受
講
し
、
次
期
役
員
も
、

喜
ん
で
受
け
る
。

■
活
動
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
決
め
た
こ
と
は
全
員
で
、
必
ず
や
る
！
」

単会名 氏名 冊数

山形市 三宅正典 7 優秀賞

山形市蔵王 大友勇喜 3 優秀賞

山形市蔵王 中村勝義 3 優秀賞

山形市蔵王 五十嵐勇次 3 優秀賞

山形市 小松幸弘 2 優秀賞

北村山 高橋進一 3 優秀賞

天童市 今田由美子 1 特別賞

北村山 五十嵐久仁子 1 特別賞

新庄最上 鈴木富士雄 1 特別賞

上山市 谷江正照 1 特別賞

酒田市 菅原利明 2 優秀賞

鶴岡市 田中正之 1 特別賞

第
11
回
会
員
大
会

モーニングセミナー
スタンプラリー受賞者が
表彰されました

倫理法人会の平成28年度が スタートしました！
者
と
良
く
会
う
よ
う
に
な
り
、
彼
ら
を
動
機
づ
け
た「
丸
山
敏
雄
」
と
い

う
人
物
に
興
味
が
湧
い
た
。
十
七
カ
条
に
ま
と
め
ら
れ
た
人
生
を
全
う
す

る
た
め
の
法
則
。
こ
れ
ら
に
共
感
し
丸
山
敏
雄
先
生
の
伝
記
を
書
く
こ
と

に
没
頭
し「
一
粒
の
麦
」を
書
き
上
げ
た
。

　
気
づ
く
と
私
達
は
本
当
に
多
く
の
人
た
ち
の
世
話
に
な
っ
て
い
て
、
感

謝
の
言
葉
を
返
さ
ず
に
人
生
を
終
わ
る
事
は
で
き
な
い
。
そ
の
気
持
ち
を

返
す
具
体
的
な
方
法
は「
仕
事
」
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
仕
事
に
は
稼
ぐ

だ
け
で
は
な
く「
御
恩
返
し
」
の
側
面
が
あ
る
。
誠
心
誠
意
相
手
の
為
に

働
い
て「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
、
お
陰
様
で
助
か
り
ま
し
た
」
と

言
葉
を
い
た
だ
い
て
、
そ
れ
が
ど
れ
だ
け
自
分
た
ち
を
励
ま
す
事
か
。
そ

う
し
て
ま
た
一
層
、
人
の
為
に
働
こ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
人
は
何
に
よ
っ
て
輝
く
の
か
。
人
さ
ま
の
お
役
に
た
っ
て
こ
そ
光
り
輝

い
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
丸
山
先
生
が
こ
の
倫
理
法
人
研
究

所
を
作
ら
れ
た
の
は
、
朝
起
き
し
て
前
向

き
な
気
持
ち
に
な
り
世
の
人
々
に

恩
返
し
を
し
よ
う
と
作
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
た
く
さ
ん
の
人

に「
あ
り
が
と
う
」
と
感
謝
さ
れ
る

経
営
を
す
る
人
が
、
一
人
で
も
増
え

る
よ
う
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
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平
成
28
年
度 

山
形
県
倫
理
法
人
会

県
役
員
紹
介

［
副
会
長
］

柴
田 

津
與
志

柴
田
原
料（
株
）

［
副
会
長
］

栗
本 

正
幸

（
株
）大
和

［
副
会
長
］

晋
道 

純
一

進
和
ラ
ベ
ル
印
刷（
株
）

［
事
務
長
］

伊
藤 

明
彦

伊
藤
公
認
会
計
士
事
務
所

［
会
長
］

五
十
嵐 
慶
三

（
株
）竹
原
屋
本
店

［
副
会
長
］

水
沢 

正
志

（
株
）ア
イ
・
タ
ッ
ク
ル

［
幹
事
長
］

原 

行
雄

（
有
）は
ら
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

［
副
委
員
長
］

遠
藤 

浩
樹

（
有
）遠
藤
電
工

［
名
誉
会
長
］

本
間 

利
雄

本
間
利
雄
設
計
事
務
所

［
副
幹
事
長
］

小
松 

幸
弘

小
松
建
設（
株
）

［
副
幹
事
長
］

今
井 

和
彦

（
株
）カ
ス
タ
ム

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

［
副
事
務
長
］

小
野 
仁

（
有
）オ
ニ
ー
ル

［
監
査
］

小
島 

勤

（
株
）小
島
洋
酒
店

［
監
査
］

池
田 

修
一

山
形
小
松

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト（
株
）

［
相
談
役
］

三
浦 

孝
太
郎

（
株
）三
浦
板
金
製
作
所

［
相
談
役
］

熊
谷 

眞
一

（
株
）シ
ベ
ー
ル

［
相
談
役
］

近 

清
剛

（
株
）三
奥
屋

［
相
談
役
］

中
村 

恒
一

（
株
）マ
ル
ナ
カ
中
村
商
店

［
相
談
役
］

鈴
木 

隆
一

（
株
）で
ん
六

［
委
員
長
］

高
橋 

進
一

（
株
）さ
く
ら
野
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

［
副
委
員
長
］

島
貫 

利
春

Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｙ
・
島
貫

［
委
員
長
］

宮
下 

徹

（
株
）エ
フ
・
シ
ー
・
エ
ス

［
副
委
員
長
］

冨
樫 

幸
吉

関
東
自
動
車
興
業（
株
）

［
委
員
長
］

佐
藤 

正
廣

（
有
）佐
藤
正
栄
堂

［
副
委
員
長
］

井
上 

福
寿
昭

心
月

［
委
員
長
］

中
鉢 

義
邦

ソ
ニ
ー
生
命
保
険（
株
）

［
委
員
長
］

五
十
嵐 

久
仁
子

（
株
）フ
ロ
ッ
ト

［
副
委
員
長
］

鈴
木 

安
永

（
株
）山
形
養
蜂
場

［
委
員
長
］

相
田 

晃
輔

相
田
建
設（
株
）

［
副
委
員
長
］

小
林 

秀
樹

（
株
）環
境
管
理
セ
ン
タ
ー

［
委
員
長
］

那
須 

喜
美
子

日
本
生
命
山
形
支
社
上
山
営
業
部

［
副
委
員
長
］

武
田 

由
香
理

（
株
）ナ
コ
ン

普
及
拡
大
委
員
会

”1
7
5
0
は
全
員
で
、必
ず
や
る
！

五
十
嵐
会
長
を
男
に
す
る
ぞ
！
“
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、「
良
き
も
の
は
全

員
で
友
人
知
人
に
お
伝
え
す
る
」「
い

ま
が
自
己
革
新
の
チ
ャ
ン
ス
と
考

え
て
行
動
す
る
」「
澄
み
き
っ
た
心

で
行
動
す
る
」
等
の
行
動
指
針
を

も
と
に
普
及
活
動
を
実
践
し
ま
す
。

朝
礼
委
員
会

モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
に
次
ぐ
活

動
の
柱
と
し
て
活
力
朝
礼
の
素
晴

ら
し
さ
を
積
極
的
に
会
員
の
皆
さ

ん
に
導
入
指
導
の
出
来
る
体
制
を

整
え
て
行
き
ま
す
。
よ
っ
て
朝
礼

マ
ス
タ
ー
研
修
会
と
活
力
朝
礼
コ

ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

青
年
委
員
会

青
年
委
員
会
で
は
、継
続
事

業
の
山
伏
修
行
体
験
塾
を

7・8
月
に
開
催
、ま
た
各
地

単
会
の
青
年
会
員
拡
充
を

目
的
と
し
て
6
月
「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
」開

催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

倫
友
皆
様
の
御
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー

委
員
会

「
経
営
者
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
マ

ニ
ュ
ア
ル
」に
沿
っ
た
運
営
の
推
進
。

モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
の
出
席
社

数
の
増
大
を
図
る
た
め
の
企
画
を

立
案
。
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に
よ
り

他
単
会
と
の
交
流
の
推
進
を
図
る
。

広
報
委
員
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
に
よ
り
告
知

情
報
を
速
や
か
に
伝
え
、
年
4
回
の

「
最
上
川
」
発
行
に
よ
り
各
単
会
の

実
践
内
容
を
丁
寧
に
紹
介
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
会
員
の
皆
様
の
み
な
ら
ず

地
域
・
行
政
に
対
し
て
も
倫
理
法
人

会
の
活
動
を
広
く
P
R
し
ま
す
。

研
修
委
員
会

富
士
研
へ
の
35
名
参
加
、倫
理
経

営
基
礎
講
座
受
講
の
活
性
化
、
経

営
者
の
集
い
参
加
者
増
の
推
進
、

新
入
会
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

の
確
立
、純
粋
倫
理
研
修
事
業
の

開
催
、宮
城
倫
理
経
営
塾
へ
の
参

加
促
進
を
行
い
ま
す
。

女
性
委
員
会

女
性
経
営
者
並
び
に
経
営
者
夫
人

等
を
対
象
と
し
た
交
流
の
出
来
る

行
事（
セ
ミ
ナ
ー
等
）を
よ
り
多
く

計
画
し
、
た
の
し
み
な
が
ら
学
び

を
高
め
親
睦
の
和
を
広
げ
女
性
層

の
開
拓
に
努
め
ま
す
。

副会長 鈴木 重幸

事務長 加藤 章

副会長 岩見 信弘

専任幹事 佐藤 敬一副会長 岩井 芳一

会長 荒井 照雄

山形市
倫理法人会

■
新
入
会
員 

随
時
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン（
30
分
）を
、食
事
し
な
が

ら
行
う
。
入
会
グ
ッ
ズ
渡
し
。

■
新
入
会
員 

3
～
4
ヵ
月
後
に
夜
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
。

■
8
0
0
回
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
を
特
別
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー

に
す
る
。

山形市蔵王
倫理法人会

■
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
テ
ー
マ
設
定
「
い
き
い
き
参
加
、
い
き
い

き
行
動
、
参
加
し
て
み
て
わ
か
る
倫
理
の
良
さ
」。

■
月
１
回
各
委
員
会
担
当
の
講
師
選
定
に
よ
る
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ

ナ
ー
を
企
画
し
、
講
師
の
魅
力
ア
ッ
プ
や
委
員
会
メ
ン
バ
ー
の

参
加
促
進
に
よ
る
活
性
化
を
図
る
。

■
役
員
全
員
で
の
お
出
迎
え
を
通
し
て
、「
ま
た
参
加
し
た
く
な
る
」

よ
う
な
雰
囲
気
づ
く
り
。

■
広
報
誌
「
蔵
王
」
を
活
用
し
、
事
前
に
特
別
企
画
や
講
師
紹
介
を

行
う
。

会長 中村 勝義

事務長 金田 雄介

副会長 菅野 美奈子 専任幹事 中村 祥之 

毎週火曜日 6:30〜
会場：ホテルメトロポリタン山形
事務局
お問い合わせ／TEL.023-647-5582

毎週土曜日 6:30〜
会場：山形グランドホテル
事務局
お問い合わせ／TEL.023-647-5582

 村山Aブロック 村山Aブロック

新庄最上倫理法人会

北村山倫理法人会

天童市倫理法人会寒河江市倫理法人会

上山市倫理法人会

酒田市倫理法人会

庄内中央倫理法人会

鶴岡市倫理法人会

長井市倫理法人会

米沢市倫理法人会

山形市倫理法人会

山形市蔵王倫理法人会
山形市中央倫理法人会

庄内
ブロック

村山A
ブロック

置賜
ブロック

南陽市倫理法人会

 

平
成
28
年
度 

山
形
県
倫
理
法
人
会    

単
会
三
役
の
ご
紹
介

私
達
が
各
単
会
の

お
世
話
役
に
徹
し
ま
す

毎
週
の
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
を
始
め
、会
員
の
皆
様
が

集
ま
り
た
く
な
る
会
を
企
画
・
運
営
し
ま
す
。

今
年
度
も
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

村山B
ブロック

モーニングセミナー会場は、12 月現在のものです。変更になる場合がありますので、ホームページ・事務局へご確認ください。

モーニングセミナー モーニングセミナー
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副会長 海野 晋会長 小松 健一

寒河江市
倫理法人会

山形市中央
倫理法人会

北村山
倫理法人会

新庄最上
倫理法人会

酒田市
倫理法人会

専任幹事 中西 和則 事務長 菅田 吉廣

■
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
講
話
者
の
早
め
の
選
定
と
モ
ー
ニ
ン
グ
セ

ミ
ナ
ー
ハ
ガ
キ
の
活
用
を
計
る
。

■
会
報
「
寒
河
江
川
」
を
年
２
回
発
行
す
る
。

■
若
手
会
員
へ
の
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
参
加
へ
の
勧
誘
を
行
う
。

■
会
員
企
業
の
交
流
の
場
に
多
く
の
企
業
が
参
加
し
て
も
ら
え
る

よ
う
に
、
積
極
的
な
勧
誘
を
行
う
。

■
会
員
企
業
繁
栄
の
た
め
に
純
粋
倫
理
を
体
験
し
て
頂
く（
モ
ー
ニ

ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
、
倫
講
）。

■
倫
理
経
営
の
実
践（
実
験
～
実
証
）に
学
ぶ
。

■
女
性
経
営
者
、
青
年
経
営
者
の
活
躍
の
場
を
創
る
。

■
講
師
の
選
定
を
早
め
早
め
に
決
定
し
、
ハ
ガ
キ
作
戦（
モ
ー
ニ
ン

グ
セ
ミ
ナ
ー
案
内
）で
ゲ
ス
ト
に
も
配
布
。

■
毎
月
の
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
担
当
幹
部
を
決
め
て
講
師
選
定
か

ら
声
掛
け
も
含
め
て
担
当
す
る
。

■
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
案
内
の
チ
ラ
シ
も
工
夫
充
実
さ
せ
、
当
該

単
会
の
参
加
者
を
増
や
す
。

■
北
村
山
会
員
に
よ
る
講
話
の
機
会
を
増
や
し（
他
単
会
で
の
講
話

も
含
め
）関
心
を
高
め
る
。

■
役
員
朝
礼
の
充
実（
参
加
役
員
数
、
内
容
）。

■
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
案
内
の
徹
底
・
電
話
で
の
確
認
を
す
る
。

■
幹
部
の
出
席
向
上
、
意
識
の
高
揚
を
促
す
。

■
講
師
選
定
の
ス
ピ
ー
ド
化
と
講
話
内
容
の
通
知
を
す
る
。

■
1
ヶ
月
単
位
の
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
講
話
者
を
入
れ
た
ハ
ガ
キ

を
全
会
員
へ
送
る
。

■
会
員
へ
の
電
話
連
絡
に
よ
る
出
席
確
認
。

■
2
ヶ
月
に
1
度
の
1
0
0
人
モ
ー
ニ
ン
グ
の
実
施
。

会長 沼澤 勝太郎 会長 新田 裕之会長 早坂 幸起会長 山本 隆

事務長 八鍬 佳史事務長 菊地 仁士事務長 菅原 利明

副会長 荒川 英利 副会長 市村 清勝副会長 奥山 康博副会長 堀 豊明

専任幹事 松田 浩副会長 粕川 治子専任幹事 奥山 浩哉専任幹事 佐藤 清和 専任幹事 田中 栄造 事務長 阿部 慎一副会長 西塚 誠一副会長 佐藤 英夫

事務長 阿久澤 透

副会長 斎藤 眞会長 武田 博志

副会長 佐藤 圭子

天童市
倫理法人会

専任幹事 斎藤 栄司

■
ス
リ
ー
ピ
ン
グ
会
員
対
応
で
、
イ
ブ
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
。

■
ク
リ
ー
ン
作
戦（
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
・
イ
ブ
ニ
ン
グ
セ
ミ

ナ
ー
・
倫
理
会
場
の
周
り
の
清
掃
）を
実
施
。

■
会
員
の
お
誕
生
日
リ
ス
ト
の
作
成
。
花
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
。

■
未
会
員
へ
の
ハ
ガ
キ
の
手
渡
し
。

■
魅
力
あ
る
講
師
を
選
定
す
る
。

毎週木曜日 6:30〜
会場：山形国際ホテル
事務局
お問い合わせ／TEL.023-647-5582

毎週水曜日 6:00〜
会場：松柏亭 あづま荘
事務局
お問い合わせ／TEL.023-647-5582

毎週金曜日 6:00〜
会場：ホテルシンフォニー
事務局
お問い合わせ／TEL.023-647-5582

毎週火曜日 6:30〜
会場：ニューグランドホテル
事務局
お問い合わせ／TEL.0233-23-4331

毎週土曜日 6:30〜
会場：
事務局
お問い合わせ／TEL.0237-41-2041

毎週水曜日 6:00〜
会場：さかたセントラルホテル
事務局
お問い合わせ／TEL.0234-21-5517

モーニングセミナーモーニングセミナー モーニングセミナー モーニングセミナー モーニングセミナー モーニングセミナー

 村山Aブロック 村山Bブロック 村山Bブロック 村山Bブロック 庄内ブロック  村山Bブロック

モーニングセミナー会場は、12 月現在のものです。変更になる場合がありますので、ホームページ・事務局へご確認ください。

クアハウス碁点（12月〜3月）
東根温泉あづまや（4月〜11月）
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鶴岡市
倫理法人会

上山市
倫理法人会

庄内中央
倫理法人会

長井市
倫理法人会

米沢市
倫理法人会

南陽市
倫理法人会

■
法
人
局
か
ら
派
遣
さ
れ
た
講
師
の
講
話
を
録
音
し
て
、
モ
ー
ニ
ン

グ
セ
ミ
ナ
ー
未
参
加
企
業
へ
の
配
布
に
よ
り
、
モ
ー
ニ
ン
グ
セ

ミ
ナ
ー
へ
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
参
加
社
数
を
増
や
す
。

■
地
元
1
0
0
年
企
業
の
社
長
様
の
講
話
の
展
開
を
し
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

■
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
の
充
実
を
第
一
に
考
え
て「
行
っ
て
み
た

い
、
聴
い
て
み
た
い
」に
重
点
を
置
い
た
タ
イ
ト
ル
の
工
夫
。

■
他
単
会
へ
の
宣
伝
告
知
と
ご
無
沙
汰
し
て
い
る
当
会
員
へ
の
気
軽

に
出
席
出
来
る
雰
囲
気
を
企
画
す
る
。

■
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
総
出
席
社
数
月
平
均
を
出
来
る
だ
け
20

社
に
近
づ
け
て
い
く
対
策
と
し
て
、
可
能
性
の
あ
る
会
員
に
毎

週
電
話
作
戦
と
F
A
X
を
送
信
す
る
。

■
役
員
朝
礼
15
人
出
席
を
目
標
と
し
、
役
員
を
中
心
に
モ
ー
ニ
ン

グ
セ
ミ
ナ
ー
20
社
25
名
の
開
催
。

■
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
翌
月
の
日
程
、
講
師
、
テ
ー
マ
等
を
案
内

し
、
出
席
者
を
増
や
す
。

■
ス
リ
ー
ピ
ン
グ
会
員
へ
の
、「
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
参
加
お
誘

い
運
動
」
を
事
務
局
と
各
担
当
委
員
が
企
画
し
、
電
話
・
訪
問

の
実
施
。

■
会
員
が
喜
ぶ
情
報
交
換
と
な
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
長
井
市

倫
理
法
人
会
の
会
員
意
識
を
高
め
さ
せ
、
仲
間
づ
く
り
を
実
感

し
て
も
ら
い
、
会
員
同
士
が
誘
い
合
い
参
加
す
る
モ
ー
ニ
ン
グ

セ
ミ
ナ
ー
を
目
指
す
。

■
誕
生
日（
代
表
者
様
へ
）
の
花
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
継
続
し
、
会
員

企
業
を
笑
顔
で
積
極
的
に
紹
介
者
と
訪
問
し
、
会
費
の
お
礼
を

申
し
上
げ
る
。

■
再
度
訪
問
時
は
、モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー・イ
ブ
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー

等
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
お
誘
い
す
る
。

■
楽
し
い
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
、
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
を
開
催
し
、
会

員
の
親
睦
、
交
流
を
深
め
て
い
た
だ
く
。

■
睡
眠
会
員
を
中
心
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
各
種
行
事
へ

の
不
参
加
の
原
因
を
解
明
。
改
善
方
法
を
見
出
す
こ
と
で
活
性

化
を
図
る
。

会長 高橋 良一 会長 目黒 憲夫 会長 奥村 健二

事務長 坂野 昭一

専任幹事 遠藤 一徳

事務長 佐藤 優事務長 那須 孝

事務長 神林 守

副会長 中村 恵一副会長 飯塚 一博 副会長 渡会 巌副会長 高石 一夫 会長 佐藤 裕宣副会長 堺 健一郎 会長 村山 順弥

事務長 冨樫 学 専任幹事 大滝 清雄専任幹事 増田 源幸 専任幹事 小池 昌和

副会長 伊藤 久美

専任幹事 谷江 正照 副会長 宮坂 睦専任幹事 青木 勲 副会長 國分 浩実

会長 小野木 重弥

副会長 石田 勝雄

毎週木曜日 6:00〜
会場：鶴岡中央工業団地管理センター
事務局
お問い合わせ／TEL.0235-22-1879

毎週火曜日 6:00〜
会場：庄内中央倫理法人会事務局
事務局
お問い合わせ／TEL.0234-43-1632

毎週木曜日 6:30〜
会場：東京第一ホテル米沢
事務局
お問い合わせ／TEL.0238-26-1788

毎週金曜日 6:30〜
会場：かみのやま温泉 月岡ホテル
事務局
お問い合わせ／TEL.023-695-6022

毎週水曜日 6:30〜
会場：タスパークホテル
事務局
お問い合わせ／TEL.0238-87-0385

毎週火曜日 6:30〜
会場：熊野大社 證誠殿
事務局
お問い合わせ／TEL.0238-87-0385

 庄内ブロック 庄内ブロック 置賜ブロック 置賜ブロック 置賜ブロック 置賜ブロック

モーニングセミナー会場は、12 月現在のものです。変更になる場合がありますので、ホームページ・事務局へご確認ください。

モーニングセミナーモーニングセミナー モーニングセミナー モーニングセミナー モーニングセミナー モーニングセミナー
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相
談
役 

ひ
か
り
フ
ー
ズ
の
石
井
会
長
か

ら
勧
め
ら
れ
、
米
沢
倫
理
法
人
会
が
設

立
し
た
平
成
12
年
に
入
会
し
ま
し
た
。
最

初
か
ら
副
会
長
と
い
う
立
場
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
も
の
の
、モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
に

も
行
っ
た
り
行
か
な
か
っ
た
り
の
不
良
会

員
だ
っ
た
ん
で
す
よ
。
当
時
、
酒
販
業
界

は
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
ス
ト
ア
が
全
盛
の
頃

で
、卸
業
の
弊
社
も
勢
い
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
一
方
で
、
こ
れ
ま
で
大
事
な
取
引
先

だ
っ
た
一
般
の
酒
販
店
が
疲
弊
し
て
倒
産

す
る
危
機
に
。
そ
う
し
た
周
囲
の
様
子
か

ら「
こ
の
ま
ま
旨
く
は
い
か
な
い
だ
ろ
う

な
」と
感
じ
て
い
た
時
で
も
あ
っ
た
ん
で

す
ね
。

光
江
さ
ん 

入
会
す
る
前
、
宮
城
県
倫
理

法
人
会
の
方
々
が
米
沢
で
セ
ミ
ナ
ー
を

度
々
開
催
し
て
い
た
の
で
、
夫
は
話
を
聞

く
た
め
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。あ
る
朝
、

「
自
分
に
と
っ
て
と
て
も
良
い
会
だ
と
思

う
の
で
、
朝
早
い
け
ど
行
か
せ
て
い
た
だ

い
て
い
い
で
す
か
？
」
と
置
手
紙
が
あ
っ

て
。（
笑
）

相
談
役 

入
会
し
て
一
年
が
経
っ
た
頃
、

宮
城
倫
理
経
営
塾
に
申
し
込
ん
だ
ん
で

す
。
そ
の
時
、
宮
城
県
倫
理
法
人
会
の

方
々
が
他
県
の
会
員
で
あ
る
私
を
手
取
り

足
取
り
指
導
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
39

歳
の
時
に
四
代
目
と
し
て
父
親
か
ら
社
長

の
座
を
受
け
継
ぎ
、
経
営
理
念
も
な
い
ま

ま
に
売
り
上
げ
ア
ッ
プ
と
利
益
を
出
す
こ

と
だ
け
を
目
標
に
経
営
し
て
き
ま
し
た
が
、

「
何
の
た
め
に
仕
事
を
す
る
の
か
」
と
い

う
こ
と
を
こ
の
時
に
気
づ
か
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
売
り
上
げ
が
減
っ
て
も
焦
ら
ず

目
的
に
向
っ
て
ま
い
進
し
よ
う
と
思
え
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
そ
の
時
に
作
っ
た

経
営
理
念
の
お
か
げ
で
す
。

光
江
さ
ん 

経
営
者
と
し
て
大
変
な
時
が

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
家
庭
で
は
お
く
び

に
も
出
さ
ず
、
い
つ
も
家
族
が
笑
顔
で

い
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。

倫
理
を
学
ん
だ
主
人
が
防
波
堤
に
な
っ

て
く
だ
さ
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

倫
理
は
”夫
婦
道
“で
す
か
ら
ね
。
そ
う

し
て
い
る
う
ち
に
、
私
自
身
が
司
会
を
頼

ま
れ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
次
第
に
大
き
な

イ
ベ
ン
ト
に
は
夫
婦
で
出
席
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
家
庭
倫
理
の
会
に
も
息
子

が
高
校
3
年
の
夏
か
ら
一
緒
に
行
き
始
め

た
こ
と
で
、
家
庭
の
中
に
倫
理
が
自
然
と

入
り
込
ん
で
い
っ
た
感
じ
で
す
。

■ えがおの人

山形県倫理法人会監査役
米沢市倫理法人会相談役

小島 勤 氏

昭和25 年 米沢市生まれ
血液型 O 型

■ えがおの現場

株式会社小島洋酒店
小島商事株式会社
 （不動産管理業、保険代理業）
casa vino／北町食堂

[ 代表取締役 ] 小島 勤
[ 創業 ]1868 年
明治時代当時ビールが「洋酒」と呼ば
れており、ビールのように伸びる会
社でありたいという想いから社名に

「洋酒」を入れた。
1948（昭和23）年に法人化。
[ 所在地 ] 米沢市金池 8- 5-1
[ 営業品目] 全酒類・食品総合卸

米沢
市

YAMAGA
TA

2015.9
.15

倫理経
営

企業訪
問

倫
理
と
の
出
会
い

山
形
県
倫
理
法
人
会
監
査
役
、
米
沢
市
倫
理
法
人
会
相
談
役
を
務
め
る
小
島
勤
相

談
役
。
米
沢
市
倫
理
法
人
会
会
長
の
時
に
は
長
井
市
倫
理
法
人
会
の
立
ち
上
げ
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
小
島
相
談
役
と
奥
様
の
光
江
さ
ん
、
そ
し
て
社
長
室

長
の
一
晃
さ
ん
と
む
つ
み
さ
ん
ご
夫
婦
を
交
え
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
驚
い
た
の

は
ご
夫
婦
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ご
家
族
の
仲
の
良
さ
。「
倫
理
は
夫
婦
道
で
す
か

ら
」と
話
す
光
江
さ
ん
の
こ
と
ば
が
印
象
的
で
し
た
。

活
動
に
力
を
入
れ
る

き
っ
か
け

1213



思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
取
り
組
み
の
一
環

と
し
て
、
東
北
芸
工
大
の
授
業
の
中
で
学

生
た
ち
と
一
緒
に
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
も
進

め
て
い
ま
す
。
日
本
酒
を
世
界
に
発
信
し

て
い
く
た
め
に
は
、
そ
の
背
景
に
あ
る
物

語
や
文
化
も
伝
え
て
い
か
な
い
と
価
値
は

上
が
り
ま
せ
ん
。
我
々
は
流
通
な
の
で
、

常
に
革
新
的
に
時
代
と
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ

て
い
き
た
い
で
す
。

相
談
役 

長
い
間
に
は
紆
余
曲
折
も
あ
り
、

私
が
会
長
を
引
き
受
け
た
の
は
米
沢
市
倫

理
法
人
会
が
ど
ん
底
に
あ
る
時
で
し
た
。

良
い
時
も
あ
れ
ば
悪
い
時
も
あ
る
の
で
、

焦
ら
ず
、
無
理
を
せ
ず
に
維
持
し
て
い
っ

て
ほ
し
い
で
す
ね
。

光
江
さ
ん 

花
が
咲
い
て
実
が
な
れ
ば
、

そ
の
実
を
採
る
こ
と
は
誰
で
も
し
た
い

と
お
も
う
と
こ
ろ
で
す
よ
ね
。
で
も
、

他
の
人
が
種
を
蒔
け
る
よ
う
に
、
鷹
山

公
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
一
人
黙
々
と
荒

地
を
耕
し
て
い
る
夫
の
姿
を
見
て
き
ま

し
た
。 

相
談
役 

妻
が
女
性
委
員
長
を
引
き
受
け

て
く
れ
ま
し
た
。
最
近
は
女
性
会
員
も

増
え
て
会
全
体
が
良
い
雰
囲
気
で
す
よ
。

光
江
さ
ん 

女
性
委
員
会
で
は
井
戸
端
会

議
で
は
無
く
、
倫
理
を
通
し
て「
こ
う

や
っ
た
ら
良
く
な
る
」と
、
前
向
き
に
気

兼
ね
な
く
体
験
を
話
し
合
え
る
、
交
流

で
き
る
、
そ
ん
な
会
に
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
悩
ん
で
い
て
も
、
他
の

人
の
話
を
聞
き
な
が
ら「
自
分
だ
け
じ
ゃ

な
い
ん
だ
な
」
と
、
新
し
い
気
持
ち
で
楽

に
な
っ
て
家
庭
や
職
場
に
笑
顔
で
戻
れ
る

よ
う
に
…
そ
ん
な
交
流
会
の
場
を
増
や
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

座
右
の
銘
は「
熱
腸
冷

眼
」
と
い
う
通
り
、
常
に

冷
静
で
現
実
を
し
っ
か
り

見
据
え
な
が
ら
熱
い
心
を

持
ち
続
け
る
小
島
相
談

役
。
そ
の
陰
に
は
し
っ
か

り
と
寄
り
添
う
ご
家
族
の

姿
が
あ
り
ま
し
た
。

小島氏の

ある一日

4：30 起床
毎朝の日課は
書道と神棚掃除、
散歩を兼ね墓参り

6：00 家族朝礼 &
家族でテレビ体操

6：30 モーニングセミナー
モーニングセミナーがある日
は家族全員で参加します！

7：00 朝食

8：00 始業・業務朝礼
（全体朝礼は週二回）

仕事

12：00 昼食

仕事

18：00 夕食は会合が多いので宴会
での食事が中心（意外にも、
お酒が飲めないので晩酌は
しないそう）

21：00 帰宅
60歳から始めたギターの
練習を

22：30 就寝 z- z- z- z- ...

相
談
役 
富
士
研
で
の
瞑
想
は
先
人
と
向

き
合
う
時
間
で
も
あ
り
ま
す
。
初
代
は
ど

ん
な
思
い
で
会
社
を
立
ち
上
げ
た
の
か
？

山
形
市
内
に
販
路
を
開
拓
し
た
祖
父
の
思

い
は
？
父
は
伝
統
の
上
に
ど
の
よ
う
な
歴

史
を
作
り
あ
げ
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
…
。

我
が
家
に
は
歴
史
を
紡
い
で
き
た
蔵
が
形

と
し
て
残
っ
て
い
る
の
で
、
時
々
、蔵
の

中
で
先
人
へ
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
”原
点

に
帰
る
“時
間
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

相
談
役 

初
代
の
思
い
を
そ
の
ま
ま
に
繋

ぐ
べ
き
も
の
と
、
時
代
を
見
据
え
な
が
ら

そ
の
代
ご
と
に
革
新
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
事
が
あ
る
と
思
い
ま
す
ね
。「
不

易
流
行
」で
す
。

一
晃
さ
ん　
私
自
身
は
決
め
ら
れ
た
レ
ー

ル
の
上
を
行
く
の
が
嫌
だ
っ
た
の
で
家
を

継
ぐ
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で

も
、
大
学
3
年
の
秋
、
弊
社
の
1
2
0
周

年
式
典
が
あ
っ
た
ん
で
す
。
そ
の
時
の
来

賓
の
顔
ぶ
れ
が
、
サ
ン
ト
リ
ー
の
佐
治
会

長
始
め
そ
う
そ
う
た
る
方
々
で
し
た
。「
こ

れ
は
た
だ
事
じ
ゃ
な
い
ぞ
。
1
2
0
年
の

歴
史
を
繋
い
で
き
た
会
社
を
継
ぐ
、
継
が

な
い
な
ど
と
自
分
の
好
き
勝
手
で
簡
単
に

決
め
ら
れ
な
い
」
と
気
づ
い
た
ん
で
す
。

ま
た
、
そ
の
時
、
堂
々
と
挨
拶
を
し
て
い

る
父
の
姿
を
見
て
継
ぐ
こ
と
を
決
心
し
ま

し
た
。
今
は
、
そ
の
代
、
そ
の
代
が「
創

業
す
る
」と
い
う
思
い
を
持
っ
て
い
な
い

と
、
会
社
を
継
い
で
い
く
こ
と
は
で
き
な

い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
歴
史

を
踏
ま
え
て
、
自
分
は
何
を
し
て
い
く
べ

き
か
を
考
え
て
い
る
段
階
で
す
ね
。

む
つ
み
さ
ん 

小
島
家
に
嫁
い
で
い
ち
ば
ん

感
動
し
た
の
は
、
義
父
と
義
母
の
仲
の
良

さ
。
お
互
い
を
支
え
合
い
、
惜
し
み
な
く

愛
情
を
表
現
し
て
い
て
、
こ
の
こ
と
が
周

り
に
も
良
い
影
響
を
与
え
て
い
る
と
、
傍

に
い
て
思
い
ま
す
。
そ
の
背
景
に
は
倫
理

の
教
え
も
あ
る
ん
だ
と
感
じ
ま
す
。
こ
の

素
敵
な
家
族
の
一
人
に
自
分
が
な
れ
た
こ

と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
し
、
お
二
人
の
姿

を
手
本
に
私
た
ち
の
代
で
も
温
か
い
家
庭

を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
い
ず
れ
夫

が
小
島
洋
酒
店
を
継
ぐ
と
き
に
は
、
私
も

全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

相
談
役 

弊
社
に
入
る
前
に
、
私
は

一
ヵ
月
半
程
友
人
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

ワ
イ
ナ
リ
ー
を
回
っ
た
経
験
が
あ
り

ま
す
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
ワ
イ
ン
の
流

通
に
携
わ
る
業
者「
ネ
ゴ
シ
ア
ン
」

の
立
場
が
確
立
さ
れ
て
い
て
、
そ
の

土
地
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
育
成
と
販
売

を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
目
の
当

た
り
に
し
、
い
つ
か
私
が
日
本
酒
の

ネ
ゴ
シ
ア
ン
を「
業
」
に
し
た
い
な

と
。
そ
の
思
い
か
ら
、
今
後
は
日
本

酒
メ
ー
カ
ー
と
一
緒
に
な
っ
て
、
農

家
に
も
付
加
価
値
を
与
え
ら
れ
る
よ

う
な
仕
組
み
を
考
え
て
い
き
た
い
と

米
沢
市
倫
理
法
人
会

に
思
う
こ
と

日
本
酒
の

”ネ
ゴ
シ
ア
ン
“
と
し
て

□□

北町食堂casa vino

日本の歴史的文化を垣間みる蔵。明治時代
「東京府目黒村（区）」からの毛筆封書もそ
のままに残っている。

代
を
受
け
継
ぐ
と
い
う
こ
と

”原
点
に
帰
る
“時
間

が
必
要
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